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1. 背景 

これまで著者らは，高変換効率のトランスデ

ューサ開発，弾性波無線電力伝送システムを評

価し，60％以上のエネルギー伝送効率を達成し

てきた

[1]
．無線電力伝送の応用を鑑みれば，導

波路内における伝搬特性の把握と制御は極め

て重要な課題であると考えられる．そこで今回

は，波長に対してオーバーサイズの円形導波路

内における弾性波伝搬について主として実験

的に検討したので報告する． 

2. 実験系と調査内容 

本実験では円形導波路として長さ 50cm，半

径 2.5cm の塩化ビニル管を用い，半径 22mm，

11mm のトランスデューサをそれぞれ送電側，

受電側に使用した．この実験系を図 1 に示す．

この時のパラメータは受電トランスデューサ

の管端における位置となっており，管断面にお

けるどの部分の伝搬が優勢かを調査している． 

3. 実験結果 

表 1 に実験的に得られた伝送効率を示す．効

率は，管を置かない場合を 100％として規格化

している．この結果より，半径 2.5cm の管の場

合には，管を置かない場合に比べ高い効率が観

測された．また，管を挟んだ場合，送電トラン

スデューサの真正面に置いた時より，端に置い

た時の方が高い効率が観測された。 

4. まとめ 

以上の結果より，オーバーサイズの管内では，

拡散する弾性波が管内壁で反射しながら伝搬

していくことが予測される．また，管内壁に沿

った位置での効率が，断面中心より高くなる場

合があり，表面波のように伝搬する波が存在す

ることを示唆している．講演では，管内の弾性

波伝搬を可視化するための解析結果を交え，よ

り詳細なデータの報告を行う． 
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図 1 実験系 

表 1 実験結果と送受信 

 

図 2 送受電 TD と管の位置関係 
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